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石川県立美術館だより
DAYORI
B I J U T S U K A N

■特別陳列
　尊經閣文庫名品展
　ー国宝　宝積経要品－
■特別陳列
　竹工芸・橋本仙雪
　ー古典とモダンのはざまに－

■ ー明日への視座ー
　古澤洋子・五味祥子・山下晴子展

■ 石川県の名宝
　ー国宝・重文・県文ー

■第58回
  日本伝統工芸展金沢展 

蒔絵箱「明日」　鬼平慶司　日本工芸会奨励賞
ー第58回 日本伝統工芸展金沢展ー

蘇芳染竹網代飾箱　昭和55年　橋本仙雪（石川県立美術館蔵）
ー特別陳列　竹工芸 橋本仙雪ー

氷食（涸沢カール）　古澤洋子

羽化する人　五味祥子

星の座　山下晴子
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我
が
国
は
、
四
季
の
気
候
条
件
に
恵
ま
れ
、
多
様
な
自
然
環
境
を

形
成
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
各
地
の
風
土
に
根
ざ
し
た
工
芸
品

が
生
み
出
さ
れ
、
伝
統
技
術
を
大
切
に
継
承
し
発
展
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
本
展
は
、
こ
の
優
れ
た
伝
統
技
術
の
保
護
と
後
継
者
の
育
成
、

な
ら
び
に
伝
統
工
芸
に
対
す
る
普
及
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
開
催
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
陶
芸
・
染
織
・
漆
芸
・
金
工
・
木
竹
工
・
人
形
・
諸
工

芸
（
七
宝
・
硝
子
・
截
金
な
ど
）
の
七
部
門
の
入
選
作
品
六
一
六
点

の
中
か
ら
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
・
受
賞
者
等
の
作
品
と
、
北

陸
三
県
、
及
び
そ
の
他
の
地
の
入
選
作
品
を
含
め
、
約
三
五
〇
点
を

展
示
し
ま
す
。

　

今
年
の
石
川
県
の
入
選
者
は
七
一
人
で
、
そ
の
う
ち
漆
芸
部
門
で

鬼
平
慶
司
氏
が
、
日
本
工
芸
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

10月28日（金）～11月6日（日）会期中無休
※最終日（6日）は午後5時まで
　（入場は午後4時30分まで）

釉裏金彩更紗文壺
　吉田美統

沈金箱 ｢里山｣
　前　史雄

網代隅切重箱
　小森邦衞

蒔絵箱「みのり」
　中野孝一

砂張平水指「恒星」
　魚住為楽

象嵌朧銀花器 ｢夕映え｣
　中川　衛

桜古材食籠
　川北良造

※ 

当
館
友
の
会
会
員
は
、
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ
り
団
体
料
金
に
な

り
ま
す
。

■
観
覧
料

第58回
日本伝統工芸展金沢展
主催／石川県教育委員会、日本放送協会金沢放送局、朝日新聞社、北國新聞社、日本工芸会
後援／文化庁、富山県教育委員会、福井県教育委員会

友禅着物「白濤」
二塚長生

講　演　会

演　　題　「伝統工芸のこれから」
講　　師　室瀬和美氏 
　　　　　(漆芸家・重要無形文化財保持者)
日　　時　10月30日(日)　
　　　 　　午後1時30分～
会　　場　美術館ホール　＜入場無料＞

日　 時 11：00～ 13：30～
10／ 29(土) 《染　織》毎田　健治 《陶　芸》武腰　　潤

30(日) 《陶　芸》長谷川塑人
31(月) 《人　形》山本　榮子 《木竹工》水上　隆志

11／ 1(火) 《漆　芸》前　　史雄 《木竹工》細川　　毅
 2(水)
 3(木･祝) 《陶　芸》中田　一於 《木竹工》川北　良造
 4(金) 《漆　芸》市島　桜魚 《金　工》大澤　光民
 5(土) 《漆　芸》小森　邦衞 《染　織》坂口　幸市
 6(日) 《金　工》中川　　衛 石川県立美術館長　嶋崎　　丞

■展示作品解説

個　
　

人

団　
　

体

一　
　

般

六
〇
〇
円

五
〇
〇
円

大

学

生

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

高
校
生
以
下

無　
　

料

無　
　

料
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尊
經
閣
文
庫
の
名
品
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
の
展
示
で

す
が
、本
年
は
国
宝『
宝
ほ
う
し
ゃ
く
き
ょ
う
よ
う
ほ
ん

積
経
要
品
』を
紹
介
し
ま
す
。『
宝

積
経
要
品
』
は
、
室
町
幕
府
の
初
代
将
軍
足
利
尊
氏
の
弟

直た
だ

義よ
し

が
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
十
月
八
日
に
、
高
野

山
金
剛
三
昧
院
に
奉
納
し
た
も
の
で
す
。
足
利
尊
氏
、
直

義
兄
弟
と
夢
窓
疎
石
の
三
人
が
『
大
宝
積
経
』
の
主
要
な

章
段
を
写
経
し
、
紙
背
に
は
天
皇
を
は
じ
め
武
家
、
公
家
、

和
歌
四
天
王
な
ど
二
十
余
名
に
依
頼
し
た
と
い
う
「
な
む

さ
か
ふ
つ
せ
む
し
む
さ
り
」（「
南
無
釈
迦
仏
全
身
舎
利
」

の
読
み
）
の
十
二
文
字
を
頭
と
す
る
和
歌
の
短
冊
を
貼
り

継
い
だ
、
貴
重
な
名
品
の
特
別
公
開
で
す
。
写
経
の
末
尾

に
直
義
の
跋
分
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
『
宝
積
経
要
品
』
の

意
義
に
は
じ
ま
り
、
直
義
と
夢
窓
疎
石
が
「
摩
訶
迦
葉
会
」

を
、
尊
氏
が
「
優
婆
離
会
」
を
分
担
し
て
写
経
し
た
こ
と
、

続
い
て
、
あ
る
人
（
尊
氏
か
直
義
本
人
）
の
霊
夢
に
よ
っ

て
「
南
無
釈
迦
仏
全
身
舎
利
」
の
各
文
字
を
冠
し
た
和
歌

を
歌
人
に
依
頼
し
て
、
仏
道
結
縁
の
た
め
に
奉
納
し
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
。
北
朝
の
天
皇
や
尊
氏
・
直
義
と
と
も
に
、

後
世
「
和
歌
四
天
王
」
と
よ
ば
れ
た
頓
阿
・
兼
好
・
浄
弁
・

慶
運
の
和
歌
が
含
ま
れ
て
お
り
大
変
貴
重
な
作
品
で
す
。

　

本
展
で
は
『
宝
積
経
要
品
』
の
紹
介
と
と
も
に
、
国
宝

「
賢
愚
経
」
や
重
文
の
「
法
華
経
」・「
貞
元　

華
厳
経
」

な
ど
を
合
わ
せ
て
公
開
し
、
写
経
の
世
界
を
ご
覧
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
吉
田
兼
好
筆
の
重
文
「
兼
好
家
集
稿
本
」

を
は
じ
め
と
す
る
紙
背
に
関
連
す
る
歌
人
た
ち
の
書
な
ど

の
名
品
を
展
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
と

も
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
な
お
、
会
期
半
ば
で
展
示
替
え
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

学芸員の眼
　

高
野
山
金
剛
三
昧
院
に
奉
納
さ
れ
た
国
宝
『
宝
積
経
要
品
』
を
、
前
田
家
が
入
手
し
た
経
緯
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
こ

の
作
品
に
は
多
数
の
付
属
文
書
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
金
剛
三
昧
院
什
物
之
百
弐
十
壱
枚
之
短
尺
」
を
最
初

に
所
望
し
た
の
は
前
田
家
三
代
の
前
田
利
常
で
す
。
し
か
し
折
り
合
い
が
つ
か
ず
そ
の
際
は
断
念
し
ま
し
た
が
、
五
代
綱

紀
が
再
三
に
わ
た
り
所
望
し
、
堂
舎
修
繕
費
と
し
て
黄
金
三
百
枚
を
寄
進
す
る
こ
と
で
、
祖
父
利
常
以
来
の
願
望
を
よ
う

や
く
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、「
仏
道
歌
道
一
如
」
と
い
う
日
本
文
化
の
根
幹
を
踏
ま
え
た
利
常
や

綱
紀
の
姿
が
彷
彿
と
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
入
手
の
経
緯
を
示
す
文
書
も
合
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
の
で
、
前
田
家
の
文
化

を
再
考
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。     

前田育徳会
尊經閣文庫分館

国宝　宝積経要品

10月27日(木)～11月20日(日)会期中無休

尊經閣文庫名品展
─国宝  宝積経要品─

特別陳列
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10月27日(木)～11月20日(日)会期中無休

　

金
沢
で
活
躍
し
た
竹
工
芸
家
の
橋
本
仙
雪
氏

（
一
九
一
八
│
二
〇
〇
八
）
は
、
日
本
伝
統
工
芸
展
を
は
じ

め
と
す
る
各
展
覧
会
へ
出
品
し
な
が
ら
も
、
茶
道
や
華
道
、

あ
る
い
は
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
用
い
ら
れ
る
「
道

具
」
と
し
て
の
竹
工
芸
の
、
美
と
可
能
性
を
追
い
求
め
て

制
作
を
続
け
ま
し
た
。
確
か
な
技
術
に
裏
付
け
ら
れ
た
作

品
群
は
、
伝
統
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
創
造
性
に
あ
ふ
れ
、

い
ず
れ
も
時
代
を
超
え
た
普
遍
的
な
美
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

東
京
で
の
修
業
時
代
、
師
の
黒
田
道
太
郎
氏
に
竹
工
芸

の
伝
統
的
な
技
術
を
学
ぶ
か
た
わ
ら
、
黒
田
氏
に
竹
製
品

の
製
作
を
依
頼
し
て
い
た
、
建
築
家
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト

氏
の
薫
陶
を
受
け
、
西
洋
モ
ダ
ニ
ズ
ム
に
触
れ
た
こ
と
、

ま
た
金
沢
で
作
家
と
し
て
活
動
を
始
め
て
、
先
達
の
工
芸

家
か
ら
の
助
言
に
従
い
、
正
倉
院
御
物
や
千
利
休
の
茶
道

具
と
い
っ
た
古
典
、
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
諸
国
の
伝
統
的
な

竹
工
芸
に
学
ん
だ
こ
と
が
、
よ
り
一
層
、
作
品
の
魅
力
を

深
め
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
橋
本
氏
ご
遺
族
の
多
大
な
協
力
を

得
て
、
伝
統
工
芸
展
な
ど
の
展
覧
会
出
品
作
を
中
心
と
し

た
三
十
一
点
を
展
示
し
、
茶
道
や
華
道
を
嗜
む
人
を
中
心

と
す
る
多
く
の
人
々
を
魅
了
し
た
、
そ
の
多
彩
な
作
品
群

を
一
堂
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

橋は
し

本も
と　

仙せ
ん

雪せ
つ　

一
九
一
八
│
二
〇
〇
八

竹
工
芸
家
。
石
川
県
鶴
来
町
生
ま
れ
。
東
京
の
竹
工
芸
家
・

黒
田
道
太
郎
に
師
事
し
、
黒
田
に
竹
製
品
を
注
文
し
て
い

た
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
の
薫
陶
を
受
け
た
。
独
立
後
金
沢

に
移
住
し
、
作
家
活
動
を
始
め
る
。
昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
）
よ
り
日
本
伝
統
工
芸
展
に
出
品
。
六
十
二
年

（
一
九
八
七
）
朝
日
新
聞
社
賞
受
賞
。
日
本
工
芸
会
正
会
員
。

♦
関
連
行
事

　

キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
鑑
賞
講
座

　
「
竹
と
な
か
よ
し　

橋
本
仙
雪
さ
ん
」

　

十
一
月
十
三
日
（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分　

　

ゲ
ス
ト
講
師
／
本
江
和
美
氏
（
竹
工
芸
家
）

学芸員の眼
　

砂
漠
の
映
像
を
見
た
橋
本
仙
雪
氏
が
、
砂
の
上
を
吹
く
風
に
よ
っ
て
生
じ
る
、
風
紋
の
美
し
さ
に

惹
か
れ
て
、
竹
工
芸
に
応
用
し
た
も
の
が
下
記
の
よ
う
な
「
風
紋
」
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
形
態
を
変
え

て
幾
度
か
制
作
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
漆
を
塗
っ
た
白
竹
を
、
基
本
技
法
で
あ
る
麻
の
葉
編
み

で
器
体
の
基
礎
と
し
、
そ
の
上
か
ら
白
竹
の
す
だ
れ
（
平
ひ
ご
の
千
筋
編
み
）、
さ
ら
に
そ
の
上
か

ら
染
め
た
竹
の
す
だ
れ
を
、
わ
ず
か
に
ず
ら
し
て
重
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
整
然
と
並
ん
だ
線
の
重
な

り
の
ず
れ
が
モ
ア
レ
現
象
を
生
じ
、
見
る
位
置
で
次
々
に
表
情
を
変
え
ま
す
。
こ
れ
ら
が
見
せ
る
表

情
の
多
彩
さ
、
は
か
な
さ
が
、
私
た
ち
に
砂
漠
の
風
紋
を
思
わ
せ
る
の
で
す
。
千
筋
編
み
そ
の
も
の

は
、
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
作
品
か
ら
は
、
そ
れ
ら
を
進
め
て
応
用
す
る
こ
と
で
、

伝
統
技
術
と
近
代
的
造
形
性
の
見
事
な
融
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第5展示室竹工芸・橋本仙雪
─古典とモダンのはざまに─

特別陳列

竹網代色紙箱　昭和53年（個人蔵） 煤竹染分唐網代文机　平成3年
（金沢市立中村記念美術館蔵）

花籃「風紋」昭和60年（個人蔵）
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日
本
画
家
古
澤
洋
子
氏
、
洋
画
家
五
味
祥
子
氏
、
彫
刻

家
山
下
晴
子
氏
に
よ
る
三
人
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

三
氏
は
現
在
石
川
県
を
制
作
拠
点
と
し
て
、
県
内
は
も

と
よ
り
国
内
外
に
発
信
し
、
展
開
を
み
せ
る
気
鋭
の
作
家

で
す
。
類
い
希
な
才
能
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
求
め
ら
れ
る

造
形
芸
術
の
世
界
は
、
こ
れ
ま
で
男
性
を
主
体
と
し
た
も

の
で
し
た
。
し
か
し
、
近
年
女
性
作
家
の
活
躍
は
め
ざ
ま

し
く
、
な
か
で
も
三
氏
は
独
自
の
視
座
で
個
性
溢
れ
る
作

品
を
創
作
し
、
豊
穣
な
世
界
を
築
き
上
げ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
は
近
作
を
中
心
に
、
古
澤
氏
は
額
装
、
屏

風
装
を
交
え
八
点
、
五
味
氏
は
横
四
ｍ
の
大
作
な
ど
九
点
、

山
下
氏
は
石
と
金
属
を
複
合
さ
せ
た
作
品
な
ど
十
六
点
、

計
三
十
三
点
を
一
堂
に
会
す
る
も
の
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ

シ
ュ
な
創
作
活
動
の
結
実
は
、
細
や
か
な
感
性
が
き
ら
め

き
、
確
か
な
存
在
感
と
永
遠
な
る
も
の
へ
の
憧
憬
が
う
か

が
え
、
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
と
深
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
、
こ
と
な
る
ジ
ャ
ン
ル
の
三
人

の
競
演
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

作
家
略
歴

古
澤
洋
子
（
ふ
る
さ
わ
よ
う
こ
）
氏

　

昭
和
43
年
金
沢
市
生
ま
れ
。
平
成
５
年
金
沢
美
術
工
芸
大

学
日
本
画
専
攻
大
学
院
修
了
。
15
年
第
35
回
日
展
特
選
。
20

年
第
40
回
日
展
特
選
。
23
年
「
個
展
│
大
地
の
証
言
者
│
」

開
催
（
東
京
、
愛
知
他
）。

五
味
祥
子
（
ご
み
よ
し
こ
）
氏

　

昭
和
24
年
山
梨
県
甲
府
市
生
ま
れ
。
49
年
金
沢
美
術
工

芸
大
学
油
画
卒
業
。
53
年
第
63
回
二
科
展
特
選
。
62
年
第

72
回
二
科
展
二
科
賞
。
平
成
16
年
第
89
回
二
科
展
会
員
賞
。

23
年
個
展
「
羽
化
す
る
人
」
開
催
（
東
京
）。

山
下
晴
子
（
や
ま
し
た
は
る
こ
）
氏

　

昭
和
27
年
白
山
市
（
旧
鳥
越
村
）
生
ま
れ
。
50
年
金
沢
大

学
教
育
学
部
卒
業
。
54
年
金
沢
美
術
工
芸
大
学
彫
刻
科
卒
業
。

5
月
渡
仏
。
56
〜
86
年
イ
タ
リ
ア
で
制
作
。
平
成
2
年
辰
口

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
村
に
移
る
。
各
国
の
国
際
展
に
出
品
。
19
年
エ

マ
ー
国
際
ア
ー
ト
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
ド
バ
イ
）
で
制
作
。
23
年

第
1
回
モ
ン
ト
ー
ネ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
（
イ
タ
リ
ア
）
出
品

　

石
川
県
に
は
、
歴
史
的
あ
る
い
は
芸
術
的
に
優
れ
た
文

化
財
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
江
戸
時

代
に
加
賀
藩
主
と
し
て
こ
の
地
を
支
配
し
た
、
前
田
家
の
文

化
的
施
策
が
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
う
し
た
歴
史
的
背
景
を
基
盤
と
す
る
と
こ

ろ
の
石
川
の
文
化
風
土
は
、
芸
術
・
文
化
全
般
に
対
す
る

高
い
関
心
と
い
う
か
た
ち
で
今
日
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

能
登
地
区
は
日
本
海
の
海
上
交
通
に
よ
り
、
大
陸
と
の

接
触
が
早
く
か
ら
行
わ
れ
た
た
め
、
歴
史
的
な
風
土
や
文

化
を
色
濃
く
物
語
る
も
の
を
中
心
と
し
た
文
化
財
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
加
賀
地
区
で
は
、
古
代
・
中
世
に
お

い
て
白
山
信
仰
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
中
央
の
社
寺
の

荘
園
と
し
て
開
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
反
映
す
る
文

化
財
が
残
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、前
田
家
が
加
賀
藩
主
と
な
っ

て
文
化
の
展
開
を
み
せ
て
以
降
は
、
前
田
家
を
中
心
と
す

る
収
集
・
育
成
さ
れ
た
文
化
財
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
館
で
は
こ
う
し
た
文
化
財
、
と
り
わ
け
美
術
工
芸
品

を
中
心
に
収
集
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
ほ
か
に
保
存
と
活

用
を
目
的
と
し
て
、
県
内
の
社
寺
や
個
人
の
方
々
か
ら
、
指

定
文
化
財
を
含
む
多
く
の
作
品
の
寄
託
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
は
、
こ
れ
ら
石
川
県
の
貴
重
な
文
化
遺
産

の
一
端
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
館
蔵
品
、
寄

託
品
の
中
か
ら
、
国
宝
一
点
、
重
要
文
化
財
十
点
、
石
川
県

指
定
文
化
財
五
点
、
あ
わ
せ
て
十
六
点
を
展
示
し
ま
す
。

10月27日(木)～11月20日(日)会期中無休10月27日(木)～11月20日(日)会期中無休

─明日への視座─

古澤洋子・五味祥子・
山下晴子展

第4展示室

石川県の名宝
─国宝・重文・県文─

第2展示室

ヌビアの夢　山下晴子 羽化する人　五味祥子

未来の化石　古澤洋子

重文　黒漆螺鈿鞍　鎌倉時代
（白山比咩神社）

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

  

10
月
30
日

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

　

 

展
示
室
に
て
、
三
氏
に
よ
る

　

作
品
解
説
を
行
い
ま
す
。
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今月の企画展示室

第
二
十
一
回　

北
國
水
墨
画
展

　

十
一
月
九
日
（
水
）
〜
十
一
月
十
三
日
（
日
）

　

会
期
中
無
休

　

第
７
〜
９
展
示
室 

　

石
川
県
内
の
水
墨
画
愛
好
家
団
体
を
網
羅
し
た

統
一
展
で
す
。
近
年
愛
好
者
の
増
加
と
作
品
の
向

上
が
著
し
い
県
水
墨
画
界
の
結
束
を
図
る
と
と
も

に
、
愛
好
者
拡
大
を
目
指
す
ね
ら
い
の
展
覧
会
で
、

作
品
は
広
く
愛
好
者
か
ら
公
募
し
て
審
査
。
入
選
、

入
賞
作
に
委
嘱
作
品
も
併
せ
て
展
示
し
、
水
墨
画

の
魅
力
を
伝
え
る
も
の
で
す
。 

◇
入
場
料

　

一
般
、
大
・
高
生
／
五
〇
〇
円
（
四
〇
〇
円
） 　

　

中
学
生
以
下
無
料　
（　

 

）
内
は
前
売
料
金

　

※ 

当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
提
示
に
よ
り

前
売
料
金 

◇
連
絡
先

　

金
沢
市
南
町
二
番
一
号 　

 

　
　
　

北
國
新
聞
社
事
業
局
内

　
「
第
二
十
一
回 

北
國
水
墨
画
展
」
事
務
局

　

T
E
L
／
〇
七
六
│
二
六
〇
│
三
五
八
一

第
六
十
四
回　

示
現
会
展
巡
回
金
沢
展

　

十
一
月
十
六
日
（
水
）
〜
二
十
日
（
日
）

　

会
期
中
無
休

　

第
７
〜
９
展
示
室
（
午
後
５
時
閉
室
） 

　
（
社
）
示
現
会
は
、
本
年
四
月
、
東
京
の
国
立

新
美
術
館
で
第
六
十
四
回
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

巡
回
金
沢
展
で
は
、
昨
年
に
続
い
て
本
部
基
本
作

品
六
十
一
点
と
地
元
石
川
県
作
品
三
十
七
点
を
展

示
し
ま
す
。

　

公
募
示
現
会
展
は
、
日
展
傘
下
の
洋
画
展
で
、

写
実
を
中
心
と
し
た
作
風
を
特
徴
と
し
、
洋
画
家

な
ら
び
に
広
く
美
術
愛
好
家
の
鑑
賞
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
二
十
二
年
の
創
立
以
来
、（
故
）
大
内
田

茂
士
、（
故
）
楢
原
健
三
の
両
芸
術
院
会
員
を
輩

出
し
て
い
ま
す
。
石
川
県
に
お
け
る
本
展
開
催
に

よ
り
、
今
後
と
も
県
内
美
術
界
の
恒
例
行
事
と
な

る
こ
と
を
目
途
に
努
力
、
精
進
い
た
し
ま
す
。

◇
入
場
料

　

 
一
般 
五
〇
〇
円
（
十
名
以
上
の
団
体 

四
〇
〇
円
）

　

六
十
五
歳
以
上 

四
〇
〇
円　

大
高
生 

三
〇
〇
円

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
（
付
添
者
含
む
）・　

　

中
学
生
以
下 
無
料

◇
連
絡
先

　

森
脇
位
泰　

　

T
E
L
／
〇
七
六
一
│
二
二
│
一
五
三
七

第
一
回　

日
展
石
川
会
展

　

十
一
月
二
十
三
日（
水･

祝
）〜 

二
十
八
日（
月
）

　

第
７
〜
８
展
示
室
（
午
後
５
時
閉
室
）

　

平
成
二
十
二
年
、
県
内
在
住
の
日
展
会
友
以
上

の
作
家
が
集
結
し
て
発
足
し
た
日
展
石
川
会
は
二

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
本
会
で
は
、
従
来
の
巡
回

展
で
あ
る
日
展
金
沢
展
の
開
催
さ
れ
な
い
本
年

「
日
展
石
川
会
展
」
を
開
催
し
ま
す
。
本
展
は
第

四
十
二
回
日
展
の
依
嘱
以
上
の
出
品
者
及
び
、
入

選
作
品
を
中
心
と
し
て
展
示
し
ま
す
。

◇
入
場
料

　

八
〇
〇
円 （
高
校
生
以
下
無
料
）

◇
連
絡
先

　

北
國
新
聞
社
事
業
局
内　

　
「
日
展
石
川
会
」
事
務
局

　

T
E
L
／
〇
七
六
│
二
六
〇
│
三
五
八
一
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■
土
曜
講
座　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
三
時
三
〇
分
〜　

美
術
館
講
義
室　
　

聴
講
無
料

十
二
日
（
土
）

俵
屋
宗
達　

風
神
雷
神
図　
　
　

村
瀬　

博
春 

担
当
課
長

十
九
日
（
土
）

橋
本
仙
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
川　

和
子 

学
芸
主
査

二
十
六
日
（
土
）

高
光
一
也　

馬
に
凭
る　
　
　
　

二
木
伸
一
郎 

担
当
課
長

■
ビ
デ
オ
鑑
賞
会　
　
　
　
　
　
　

十
三
時
三
〇
分
〜　

美
術
館
ホ
ー
ル　
　

入
場
無
料

二
十
日
（
日
）

野
外
彫
刻
の
楽
し
み　
│
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
を
探
る
│ 

（
二
十
三
分
）

洋
画
と
日
本
画　
│
日
本
近
代
美
術
の
出
発
│ 

（
二
十
五
分
）

■
キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム
鑑
賞
会　

十
三
時
三
〇
分
〜　

二
階
ロ
ビ
ー
集
合　

参
加
無
料

十
三
日
（
日
）

竹
と
な
か
よ
し
橋
本
仙
雪
さ
ん

　

当
美
術
館
の
古
美
術
部
門
は
、
山
川
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
質
、
量
と
も
に
そ
の
核
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
金

沢
の
素
封
家
山
川
家
の
初
代
甚
兵
衛
・
二
代
甚
平
・

三
代
庄
太
郎
の
三
氏
に
よ
っ
て
収
集
伝
世
さ
れ
た

も
の
で
す
。
当
館
の
顔
と
も
い
え
る
国
宝
「
色
絵

雉
香
炉
」（
野
々
村
仁
清
作
）
は
初
代
甚
兵
衛
氏

の
収
集
品
で
あ
り
、
昭
和
三
十
四
年
の
旧
館
開
館

を
記
念
し
て
、
三
代
庄
太
郎
氏
か
ら
石
川
県
へ
寄

附
さ
れ
た
作
品
で
す
。
三
十
七
年
に
は
、
庄
太
郎

氏
の
遺
言
に
よ
り
山
川
美
術
財
団
が
結
成
さ
れ
、

五
十
八
年
に
財
団
創
立
二
十
周
年
と
当
館
の
開
館

を
記
念
し
て
、
山
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
石
川
県
へ

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
山
川
邸
は
近
代
金
沢

の
代
表
的
商
家
の
建
造
物
と
し
て
石
川
県
指
定
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
金
沢
湯
涌
江
戸

村
で
一
般
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
川
庄
太
郎
氏
の
没
後
五
十
年
の
節
目
を
迎
え

た
こ
と
を
記
念
し
て
、
金
沢
を
代
表
す
る
近
代
の

数
奇
者
山
川
家
の
茶
道
美
術
を
中
心
に
、
当
館
が

所
蔵
す
る
古
美
術
の
優
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

山
川
家
三
代
が
培
っ
た
美
の
世
界
を
ご
堪
能
い
た

だ
く
こ
と
で
、
当
地
の
藩
政
時
代
よ
り
育
ま
れ
た

美
意
識
が
、

確
か
な
伝
統

と
し
て
息
づ

い
て
き
た
文

化
土
壌
を
再

確
認
し
、
そ

の
継
承
と
さ

ら
な
る
文
化
創
造
へ
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
、（
１
）
山
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
茶

の
湯
の
美
、（
２
）
古
美
術
に
み
る
日
本
の
美
、

と
い
う
二
部
門
に
大
き
く
分
け
て
展
示
い
た
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

〈
主
な
展
示
作
品
〉

重
文　

色
絵
梅
花
図
平
水
指　

野
々
村
仁
清 

一口

　
　
　

色
絵
花
笠
香
合　

野
々
村
仁
清 

一
合

県
文　

飴
釉
烏
香
炉　

初
代
大
樋
長
左
衛
門 

一
合

　
　
　

伊
羅
保
片
身
替
茶
碗 

一口

県
文　

和
蘭
陀
白
雁
香
合　
デ
ル
フ
ト
窯 

一
合

重
文　

蒔
絵
和
歌
の
浦
図
見
台　

伝
清
水
九
兵
衛　
　
　
　
　

 

一
基

重
文　

西
湖
図　

秋
月
等
観 

一
幅

重
文　
四
季
耕
作
図
屏
風　

久
隅
守
景 

六
曲
一双

県
文　

槇
檜
図
屏
風　

俵
屋
宗
達 

六
曲
一
隻

重
美　

古
今
集
巻
第
十
八
断
簡
（
本
阿
弥
切
）　

 

伝
小
野
道
風　
一
幅

ど
こ
で
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
イ
ン
湯
野
小

　

九
月
二
十
七
日
（
火
）
本
年
度
二
回
目
の
学
校

出
前
講
座
「
ど
こ
で
も
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
、
能
美

市
立
湯
野
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
五
、六
年
生

約
百
二
十
名
を
対
象
に
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
、
対
話
型

鑑
賞
を
行
い
、
美
術

に
親
し
ん
で
貰
い
ま

し
た
。
普
段
美
術
館

に
足
を
運
ん
だ
こ
と

の
な
い
子
ど
も
達
に

は
作
品
の
前
で
感
想

を
述
べ
る
こ
と
が
、

楽
し
く
良
い
刺
激
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

企画展Topics

古美術優品展
─山川コレクションを中心とした茶の湯の美─

平成24年1月4日(水)～2月5日(日)会期中無休

県文　和蘭陀白雁香合　デルフト窯

※
古
澤
洋
子
・
五
味
祥
子
・
山
下
晴
子
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

十
月
三
十
日
（
日
）
十
三
時
三
〇
分
〜　

第
４
展
示
室

　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
ポ
ー
ト

11月の行事予定
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網
代
と
は
、
お
も
に
竹
な
ど
の
薄
く
細
い
板
を
用
い

て
、
互
い
違
い
に
く
ぐ
ら
せ
て
編
む
技
法
で
、
目
の
詰

ま
っ
た
籠
や
箱
な
ど
の
容
器
を
作
る
と
き
に
用
い
ら
れ

ま
す
。
作
者
の
技
量
次
第
で
、
編
み
方
を
工
夫
し
、
文

様
や
文
字
な
ど
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
こ
の
技

法
の
特
質
で
、
こ
こ
で
は
二
色
に
染
め
分
け
た
真ま

竹だ
け

を

用
い
て
、
松
皮
菱
を
編
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

松
皮
菱
と
は
松
の
樹
皮
の
割
れ
に
似
せ
た
、
日
本
の

伝
統
的
な
文
様
の
一
つ
で
す
が
、
こ
こ
で
は
素
材
に
竹

を
用
い
た
こ
と
で
、
松
と
竹
、
二
つ
の
お
め
で
た
い
モ

チ
ー
フ
の
意
味
が
強
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
側
面
は
細
く

割
っ
た
竹
を
立
ち
上
げ
、
黒
く
染
め
た
籐
を
帯
状
に
編

ん
で
根
元
を
留
め
、
弾
力
性
の
あ
る
細
い
根ね

ま
が
り
だ
け

曲
竹
を
縁

に
用
い
て
い
ま
す
。
緻
密
に
編
ま
れ
た
盆
の
面
と
、
す

だ
れ
の
よ
う
に
透
か
し
て
、
軽
や
か
に
仕
上
げ
た
側
面

と
の
対
比
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
さ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

　

作
者
の
橋
本
仙
雪
氏
は
鶴
来
町
（
現
白
山
市
）
に
生

ま
れ
ま
し
た
。
東
京
の
竹
工
芸
家
・
黒
田
道
太
郎
氏
に

指
示
し
て
古
典
的
な
竹
細
工
の
技
法
を
学
び
な
が
ら
、

当
時
黒
田
氏
に
竹
製
品
の
製
作
を
依
頼
し
て
い
た
、
ド

イ
ツ
の
建
築
家
、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
氏
の
西
洋
モ
ダ
ニ

ズ
ム
思
想
に
触
れ
ま
し
た
。
独
立
し
て
金
沢
で
制
作
を
始

め
、
日
本
伝
統
工
芸
展
を
は
じ
め
と
す
る
展
覧
会
へ
出
品

し
て
か
ら
も
、
正
倉
院
御
物
や
古
い
茶
道
具
な
ど
の
古

典
的
な
作
品
に
学
び
、
茶
道
や
華
道
、
あ
る
い
は
日
常
の

さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
用
い
ら
れ
る
「
道
具
」
と
し
て
の
竹

工
芸
の
美
を
踏
ま
え
た
作
品
を
作
り
続
け
ま
し
た
。

※
第
５
展
示
室
で
展
示
中

11月の休館日は
21日（月）～22日（火）

ご利用案内
コレクション展観覧料
　一　般　350円（280円）
　大学生　280円（220円）
　高校生以下　無料
　　※（　　）内は団体料金

毎月第1月曜日はコレクション
展示室無料の日

11月の開館時間
　午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
　午前10：00～午後7：00　

次回の展覧会

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第2展示室 第3展示室

大名家の調度
─婚礼調度を中心に─

大乗寺の文化財 没後25年
高光一也展

会期：11月23日（水・祝）～12月23日（金・祝）


